







































































































































































辰林鐘 人天眼目三jと有る。西暦 1472年 6月である。第二冊の末尾に「文明白(?)














































































































































































































篇~ 61号 筑波大学人文社会科学研究科文芸・言語専攻 2012.3
中田・外山 1975 中田祝夫・外山映次 抄物大系『人天眼目抄』解説 1975.6.
野村 2007 野村関IJ史 ii抄物Jの世界一室町時代の言語生活J東京大学教養学部留
文・漢文学部会編『古典日本語の世界 漢字がつくる日本』東京大学
出版会 2007.4
一一一 2011 野村岡IJ史『話し言葉の日本史~201 1. 1 歴史文化ライブラリー 311 吉
) 1弘文館 201l.1
一一 2013 野村剛史『日本語スタンダードの歴史 ミヤコ言葉から言文一致まで』
岩波書応 2013.5 
古田 1976a 吉田紹欽『松ヶ同文庫所蔵禅籍抄物集』解題 1976.10
一一 1976b 吉田紹欽 i)1僧慧済についてJW禅研究所紀要』第 6，7合併号 愛知学
院大学 1976.12
柳田 2012 柳田征司『日本語の歴史 3中世口語資料を読むJ武蔵野書院 2012.5







(医長-1+11rト械θ)創立主-1+ W-<Hく堅田会~ 1 i 私選手4く時 1 i i伊 --1i i <賦
???
『筑波臼本語研究』 第十八号筑波大学人文社会科学研究科日本語学研究室 2013




[付記]本稿は平成 25年度科学研究費補助金(基盤研究 C) r日本語史研究における
抄物資料の活用促進のための研究j の成果の一部である。
-15-
っぽい よしき/人文社会系教授
(2013年 10月 31日受理)
